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1. はじめに：半導体業界について
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半導体業界の全体観

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semicon_digital/0001/05.pdff
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九州を例に‧‧‧半導体関連企業の設備投資状況

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semiconductors_and_digital.pdf
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2. 半導体関連産業の⼈材動向について
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10年単位での、半導体⼈材の減少

出典：https://journal.meti.go.jp/p/32849/
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産官学連携による、半導体⼈材育成の動き①

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semiconductors_and_digital.pdf
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産官学連携による、半導体⼈材育成の動き②

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semiconductors_and_digital.pdf
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業界団体主導での、半導体⼈材育成の動き

出典：hhttps://semicon.jeita.or.jp/news/docs/20230515_JEITA-JSIA_teigensyo.pdff
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直近数年間での半導体⼈材（学⽣）の増減

該当エリア以外の⼤学においても「半導体業界」に就職するべく
地⽅を希望勤務地に挙げる/勤務地にこだわりを持っていない学⽣は⼀定数存在する

例）LabBaseのデータベースより
● 京都⼤学所属の半導体系学⽣

          →熊本県での就職希望
● 東京都市⼤学所属の半導体系学⽣

          →熊本県での就職希望
● ⾦沢⼤学所属の半導体系学⽣

          →福岡県での就職希望
● ⽴命館⼤学所属の半導体系学⽣

          →北海道での就職希望

出典：LabBase
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3. 企業側の理系採⽤動向
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企業側：24卒→25卒の理系採⽤⽬標の変化

24卒採⽤と⽐較して、25卒採⽤の理系採⽤⽬標は増加しましたか？

増加したと回答した企業が約3割。減少は約1割。

出典：LabBase
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企業側：25卒→26卒の理系採⽤⽬標の変化

25卒採⽤と⽐較した、26卒採⽤における理系採⽤⽬標（数：⾒込でも可）の増減について教えてください。

2割強の企業が増加する⾒込と回答。減少は数%。

出典：LabBase
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企業側：25卒理系採⽤の充⾜状況

25卒の理系採⽤状況は、24卒採⽤と⽐較していかがですか？ （ご回答者様の所感で結構です）

半数を超える企業が、昨年よりも理系採⽤に苦戦。

出典：LabBase
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企業側：25卒理系採⽤で改善できた点

25卒採⽤において、24卒採⽤と⽐較して改善できた点を教えてください。

「⺟集団形成（数）を改善できた」と回答した企業が3割強と最も多い。
⼀⽅で、2割弱の企業が「改善できた点がない」と回答。

出典：LabBase
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企業側：25卒理系採⽤で苦戦した点

25卒採⽤において、24卒採⽤と⽐較して苦戦した点を教えてください。

全ての数値が「改善できた」よりも多い。特に内定承諾に苦戦した企業が多い。
⺟集団の数は確保できたものの、承諾に⾄らないケースが増えたと推定。

出典：LabBase
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再掲：設備投資と合わせて、特定のエリアで採⽤ニーズが⼤きく拡⼤

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semiconductors_and_digital.pdf
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半導体業界の採⽤動向の変化

業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。

例）業界全体

● 製品競争⼒、コスト競争⼒を⾼め
るために、AI、ITを⽤いた製品開
発や、⽣産効率化が必須に

● それに伴い、AI、IT領域の知⾒を
持った⼈材の確保に乗り出す動き
が活発化

出典：https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC066D50W4A600C2000000/
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半導体業界の採⽤動向の変化

例）完成⾞メーカー

● 半導体の設計を⾃社で⾏う完成⾞
メーカーが増加

● それに伴い、半導体領域の知⾒を
持った⼈材の確保に乗り出す

● 採⽤ターゲットは、
○ 材料系
○ 機械系
○ 電⼦系

の全てにわたる

出典：https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/11855/

業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。
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半導体業界の採⽤動向の変化

業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。

例）半導体材料メーカー
● 材料メーカーが半導体製造装置の

⾃社開発を図るように
● それに伴い、機械、電気領域の設

計開発の知⾒を持った⼈材の確保
に乗り出す

● 従来採⽤してきた
○ 化学系⼈材
○ 機電系（⽣産技術系）

に加え、
○ 機電系の設計開発⼈材

も採⽤ターゲットに

出典：https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00689/112700009/
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4. 新卒半導体⼈材採⽤のポイント
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学生は自身の  専門性を活かした仕事  に就きたいと思っており、

自身の  現場の研究者・技術者  との出会いを求めている

どのポジションと面談したいか？
『志望度の高い企業に出会う』際に

最も役に立つと思うものは？

『研究者・技術者』との
面談を臨む学生が最多

250

152

50

1,119
775
762
741

研究者技術者

経営者

人事

若手社員

専攻分野で検索

評判から検索

勤務地情報

福利厚生情報

704
687

就活の入口では
『専門やスキルを活かせるか』を重要視

研究キーワード

大手が豊富

587

理系学⽣の視点

出典：LabBase
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学生は  現場でどんな人  と仕事ができるかで判断し

自分の  研究内容に合った個別のスカウト  を求めている

内定承諾決定の重要な要素は？ どんなスカウトが嬉しい？

働く人達の雰囲気

専門性活かせる

給与・福利厚生

勤務地

20.4%

21.1%

13.6%

『どんな人とどんな仕事』
ができるかを重要視

自分の研究・スキルを見た
個別のスカウト

業務内容が具体的

定型文

求める人物像が明確

課外活動を見たスカウト

会社概要がわかりやすい

待遇について
詳細に書かれている

21.8% 1,398
890

257
380

484

679

830

『研究やスキルに即した
個別のスカウト』を求めている

理系学⽣の視点

出典：LabBase
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⼤学所在地ごとの第⼀希望勤務地

⼀定数が『特に希望なし』の回答
ターゲットを広げるのであれば地域での絞り込みはしないほうがベター。

第一希望の勤務地はどこですか。（単一回答）

出典：LabBase
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再掲：エリア外学⽣について

例）LabBaseのデータベースより
● 京都⼤学所属の半導体系学⽣

          →熊本県での就職希望
● 東京都市⼤学所属の半導体系学⽣

          →熊本県での就職希望
● ⾦沢⼤学所属の半導体系学⽣

          →福岡県での就職希望
● ⽴命館⼤学所属の半導体系学⽣

          →北海道での就職希望

該当エリア以外の⼤学においても「半導体業界」に就職するべく
地⽅を希望勤務地に挙げる/勤務地にこだわりを持っていない学⽣は⼀定数存在する

出典：LabBase
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⼈材獲得成功のための３つのポイント

業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。

早期の認知獲得 エリア外学⽣も
含めた接点創出

業界軸×専⾨性軸
での魅⼒づけ
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⼈材獲得成功のための３つのポイント

業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。

早期の認知獲得 エリア外学⽣も
含めた接点創出

業界軸×専⾨性軸
での魅⼒づけ
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早期の認知獲得

特定のエリアに企業が集積しているからこそ、
まずはそのエリア内の学⽣に第⼀想起されることが重要

例）近隣⼤学と共同での⼈材育成プログラムの設置

出典：九州⼤学、熊本⼤学
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業界内での競争が激しくなる中、各社ともに従来採⽤してきた⼈材とは異なる
⼈材の確保が必要な状況に。

早期の認知獲得 エリア外学⽣も
含めた接点創出

業界軸×専⾨性軸
での魅⼒づけ

⼈材獲得成功のための３つのポイント
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エリア外学⽣も含めた接点創出、業界軸×専⾨性軸での魅⼒づけ
エリア外の学⽣にも採⽤可能性は⼗分にある

⼀⽅で、学⽣⽬線に⽴った丁寧なアプローチが必須

採用が成功する地方企業 採用に苦戦する地方企業

母集団形成

魅力訴求
アトラクト

内定者
フォロー

● TGTめがけてピンポイントアプローチ

● 親和性の高い社外イベントのみ厳選

● 1対1を大事にするコミュニケーション設計

● 職種や部署別のインターンシップ実施

● 現場社員を巻き込んだイベント

● 自社魅力と学生認知の差分を知っている

● TGTの明確化はそこそこに、とにかく数

● とりあえず大型の合同企業説明会に参加

● 会社説明会等のマスコミュニケーション

● GWが中心のオープンカンパニーを実施

● イベントや個別面談は人事がメイン

● 学生の本音を知らず訴求ポイントのズレ

● 内定者になる前から信頼関係の構築

● 人事だけでなく現場社員が直接フォロー

● 学生一人一人に合わせて柔軟に対応

● 内定出し後から急に本音を聞こうとする

● 人事のフォローのみ

● マスで集まるフォローイベントを設計
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エリア外学⽣も含めた接点創出、業界軸×専⾨性軸での魅⼒づけ
エリア外の学⽣にも採⽤可能性は⼗分にある

⼀⽅で、学⽣⽬線に⽴った丁寧なアプローチが必須
地⽅⼤学からの採⽤ エリア外からの採⽤

‧研究/技術を軸に全国の学⽣が対象
 └ ⺟集団の拡⼤が⾒込める！
 └ スキルやタレント性の幅が広がる！

‧地縁を軸とした地元からの採⽤
 └ 学⽣数が少ないため⺟集団に苦戦
 └ 同じ学校や研究室からの採⽤に偏る

‧⺟集団形成優先の総合職採⽤
 └ 数を確保してから配属先を確定させる
 └ スキル不⾜やミスマッチで早期退職のリスク

‧ 学⽣フォローは⼈事がメイン
 └ 学校別リクルーターで⼤学との繋がり重視
 └ イベントの都度現場社員をアサインする

‧密度の⾼い配属確約採⽤
 └ スキルマッチする特定学⽣に熱烈アプローチ
 └ 本当に欲しいポジションでの採⽤が可能！

‧個を意識した現場フォロー
 └ ⼤学関係なく研究や技術で対話！
 └ 配属後のキャリアイメージや社⾵も体感
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サクセス事例

⇨様々なレイヤーの社員と出会える場を増やし、選考エントリーまでに志望度UP！
中国地⽅ A社の事例

地⽅に本社を構えているため、選考エントリーが少なく、その後も選考途中離脱や内定辞退が続く。

①夏IS時期のイベントを増設。
 └10daysISの実施で志望度の⾼い学⽣を集客。期間中のコンテンツは現場主体で設計。
 └IS選考落ちの学⽣に向けた拠点⾒学ツアーを開催し、取りこぼしを防⽌。
 └3daysオンラインISの実施で気軽に参加したい学⽣の取り込み。
②夏IS〜選考までの間にアトラクトイベントを新設。
 └IS参加者に向けた座談会を複数回実施。
 └内定式に任意参加。もっとも⾝近な先輩から体験記を聞ける機会を提供。
③選考段階から担当⼈事を設置し、気軽に相談や連絡が取り合える関係性を構築。
④内定出し後はLINEで連絡。キャリアアドバイザー的⽴ち位置となり、徹底的に学⽣に寄り添う。

Before
（課題）

取り組み

After
（結果）

結果、選考前に魅⼒づけと志望意欲が醸成され、最⼩限の接触⼈数で採⽤⽬標達成！
選考エントリー50%→90%、選考中歩留まり65%→95%、内定承諾率30％→75%に。
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サクセス事例

⇨技術部⾨主体で採⽤を⾏い、半導体技術者同⼠のコミュニケーションで志望度向上

関東地⽅ B社の事例

特定領域（電気電⼦系や情報系）の採⽤に注⼒し始めたが、継続して採⽤0名の状態が続いていた。

①総合職採⽤の制度は維持しつつ、注⼒領域のみ配属確約を取り⼊れる。
②現場主体で⺟集団形成〜アトラクトを⾏う。
 └近隣エリアだけでなく、全国各地の半導体領域の学⽣をターゲットにスカウトでお声がけ。
 └個別⾯談を実施の上、志望度が⾼い学⽣は⼯場⾒学に誘導。
  期間中のコンテンツは現場主体で設計。
 └⼯場⾒学〜内定承諾の期間中も、現場社員が継続的に個別連絡。

Before
（課題）

取り組み

After
（結果） 上記の仕組みを導⼊後、初年度で特定領域（電気電⼦系や情報系）の学⽣複数名の採⽤に成功
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5. LabBaseについて
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LabBaseだけが持つ強み

認知形成〜⼊社までの
プロセスを⼀貫して実⾏

理系学⽣に特化した
動向‧インサイトへの

広く深い理解

貴社の事業戦略や強みに
沿った戦略パートナー

としてのご⽀援
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LabBaseだけが持つ強み①

理系学⽣の動向をマス‧ピンポイントの両⾯で常にキャッチアップ。
常に最新動向を捉えており、学⽣⽬線での企画⽴案が可能。

就活動向調査（定期） 特定の属性に特化した深掘り年間100名を超える理系学⽣への
インタビュー調査
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LabBaseだけが持つ強み②

理系採⽤に特化して、学⽣の認知形成〜⼊社までのプロセスを
⼀貫して設計、実⾏が可能。

認知形成‧アプローチ 魅⼒づけ‧応募 内定/承諾ターゲットの明確化

内定辞退者調査座談会イベント採⽤要件定義

インターンシップ設計ダイレクトリクルーティング

採⽤ブランディング

LabBase Survey（市場調査）/ コンサルティング
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LabBaseだけが持つ強み③

過去のご⽀援事例（抜粋）

● 苦戦領域など採⽤課題解決⽀援の実績（戦略パートナーとして下記施策を実施）
○ グループ企業への⽀援メニューの策定‧組織の構築
○ 地⽅苦戦拠点や、⽣産技術など難易度の⾼いポジションへの打ち⼿実施（全国⼯場⾒学企画）
○ 内定辞退者への調査や、ターゲット学⽣に特化した企業認知度‧イメージ調査
○ 現場メンバー30部署を巻き込んでスカウトの送付体制の構築から運⽤
○ リクルーター組織の拡⼤⽀援

● グローバル‧新領域
○ 海外拠点への学⽣の送り込み‧グローバルの認知構築(現地拠点でのインターンシップの企画)
○ ⾼専採⽤の媒体依存の脱却‧独⾃ブランド認知の構築(⾼専⽣向け新規イベント⽴ち上げ)

● ⼥性活躍
○ ⼥性社員コミュニティの⽴ち上げ（⼥性採⽤、⼥性活躍のテーマで合宿とコミュニティ⽀援）

● ⽣産性向上‧中途‧異動公募
○ 新卒採⽤‧中途採⽤のBPO‧派遣費⽤の削減（間接⽣産性の向上、⼿作業からの脱却）
○ 異動公募の社内システムのPoCの実施

カスタマイズ性の⾼いサポートに強み。
事業戦略と実現したい想いに沿った、パートナーとしての⽀援が可能。
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LabBaseだけが持つ強み

認知形成〜⼊社までの
プロセスを⼀貫して実⾏

理系学⽣に特化した
動向‧インサイトへの

広く深い理解

貴社の事業戦略や強みに
沿った、戦略パートナー

としてのご⽀援

これら３つの掛け算で、
「学⽣視点」かつ、「経営に紐づいた採⽤戦略の推進」ができる

戦略パートナーがLabBase
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LabBase就職 - 産業界のニーズの⾼い優秀な理系院⽣が数多く登録
地⽅国公⽴以上の理系学⽣を中⼼に、国内理系修⼠の50%以上が登録。引き続き登録シェアは拡⼤ペース。

25卒 26卒
実績※2024年3⽉時点 ⾒込み※2025年3⽉時点

20,000

23,000

累計登録数

年次登録数（25卒実績と26卒⾒込み）

26卒理系学⽣

万名 2.4
が登録⾒込み

国内理系院⽣の 

% 50
が登録

約約

登録増加中

※1

※1：学生の総数に対する26卒の見込み登録人数の割合。学生総数は、文部科学省学校基本調査令和４年度専攻分野別　大学院1年次学生数より。理学・工学・農学の修士1年を24卒に、2年
を23卒としてカウント。

22,000

22,000

国内理系⼤学院⽣の約50%が登録
専⾨性の⾼い多様な⼈材が在籍



株式会社LabBase 代表取締役CEO
加茂 倫明
1994年京都⽣まれ。⼤学勤務者の両親を持ち、幼少期より数学者を志す。
東京⼤学理科⼆類⼊学後、研究領域の課題を⽬の当たりにし、
国内外のベンチャー数社での⻑期インターンを経験後、
東京⼤学⼯学部在学中の2016年に株式会社LabBase（旧POL）を創業。
科学と社会の発展に世界で最も貢献する会社を⽬指し、
研究エンパワープラットフォームを創造中。

所在地：東京都港区西新橋一丁目1番1号　日比谷フォートタワー10F

設⽴:2016年9⽉23⽇
社員数：106⼈（2023年4⽉時点）
資本⾦：613,130,500円（資本準備⾦含む）

理系学⽣及び中途技術者の採⽤⽀援

● NHKニュース7ノーベル賞特集にて紹介
● テレビ東京 WBSにて紹介
● 東洋経済「すごいベンチャー100」選出
● 「TechCrunch Tokyo 2018」受賞

株式会社LabBase

代表

事業内容

受賞歴∕掲載実績
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お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、お気軽にお問い合わせください。

ご利用方法や導入事例はWEBサイトでもご確認いただけます

▼ 資料ダウンロード

LabBase就職をはじめて知っていただく方に向けて、
わかりやすいサービス資料や理系学生に詳しくなれる
お役立ち資料をご用意しています。

https://business.labbase.jp/downloads/

資料ダウンロードはこちら

▼ お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、
お気軽にお問い合わせください。

https://business.labbase.jp/contact/

お問い合わせはこちら

03-6684-1539（10:00〜19:00）

https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/

